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別紙様式            

提   案   書 

 

平成２６年 ９月 １日  

（あて先） 

 埼玉県教育局教育総務部教育政策課長 

 

                   
 

所 属：上尾市立上平北小学校 

 

職 ・ 氏 名：教頭・関根 久美子 
 

連絡先の電話番号：048-775-4427 

 

埼玉県教育委員会教職員提案制度募集要項に基づき、次のとおり提案します。  

タイトル： 上北算数・漢字プリントによる学力向上への取組 

実践事例の要旨： 

 児童が自発的に学習に取り組むように、学年や単元による系統的にプリントを

用意した。児童や保護者が自由に持って帰り、学習に取り組む。 

 

実践に至った背景： 

 本校においても児童の学力向上は最重要課題である。日課表の検討を行って、

業前にキラキラタイムとして、国語と算数の学習の時間を取り入れた。さらに効

果をあげるために、キラキラタイムに活用できるプリントを作成した。学校で活

用するだけではなく家庭学習でも使えるように工夫・改善を重ねた。 

 はじめに「上北算数プリント」を作成し、取り組んだ。内容を精査し、改訂を

重ね、また、新たなプリントを作成してきた。 

 「上北算数プリント」が軌道に乗ったところで、保護者からは、国語のプリン

トに対する要望が出た。そこで「上北漢字プリント」を作成し、取り組みはじめ

た。 

 同時に、本校では算数検定、漢字検定を実施している。児童の学習意欲の高揚

に取り組んでいる。 

 

実践のねらい及び内容： 

 ねらい：児童の学力向上 

     家庭学習の習慣の定着（資料１・２・３） 

 内 容：上北算数プリント（資料４）・上北漢字プリント（資料５）の作成 

 

実践の成果や効果： 

 成果：家庭学習の意欲づけになった。 

    自主的にプリント学習に取り組むようになった。 

    保護者の家庭学習への関心が高まった。 

 効果：継続して取り組んだ５・６年生において学力検査等で、成績が向上して

きている。 
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実践期間：算数プリント ６年３月 漢字プリント ３年３月 

実践事例のセールスポイント： 

 児童が自分で好きなプリントに取り組めること。学年別にはなっているが、ど

の学年のプリントをもっていくことも自由である。自分の習熟や興味によってプ

リントを選び学習することができる。 

 保護者も参観日等に自由に持ち帰ることができる。児童の学習の進み方につい

て理解が深まる。 

 経費がかからない。 

＜実践事例を他校でも活用できる方策等＞ 

＊他校で導入する際のポイント： 

 児童が自由に持ち帰ることができるよう、プリントロッカーの設置場所を工夫

する。 

 プリントがなくなったことを、把握できるように、最後の1枚になったら教職員

に知らせるようなシステムを作っている。 

＊失敗しないための秘訣： 

 プリントの原本の保管場所、系統を全教職員が共通理解すること。 

 朝自習や、家庭学習に積極的に利用する。 

 取り組んだ後のプリントを、個別に保存して、学習の足跡がわかるようにする

とさらに意欲につながる。 

 

＊こうすれば自校よりも高い効果が得られるという方策： 

 プリントを、データ化して保存すると、変更やレベルアップが効率的に行える

のではないか。一定のレベルを終了するごとに、認定証のようなものをわたし、

ステップアップが目に見えるようにすると効果的ではないか。 

  

＊その他： 

公的支援（予算措置や教職員の加配等）への要望 実践元の所属長確認 

動画や写真の使用許可 

※ Ａ４判縦の用紙に横書き３枚以内で提出してください。 
※ 資料（印刷物、動画や写真のＤＶＤ）を添付していただいても構いません。 
  ◎ 印刷物による資料は規定枚数には含みません。 
  ◎ 資料提出に当たっては著作権や肖像権等に御注意ください。 
※ 実践を行った学校名等が公開される可能性があります。予め、実践元の所属長に  
 提案内容について御確認ください。 
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資料１ 
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資料２ 
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資料３ 
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資料４ 
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資料５ 

 

 


